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シ
ュ
ワ
ル
ツ
マ
ン
氏
現
象
に
鑛
る
「
チ
フ
ス
」
及
「
パ
ラ
チ
フ
ス
」
菌
属

の
毒
性
物
質
の
本
態
に
關
す
る
研
究
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一
九
二
八
年
シ
ュ
ワ
ル
ツ
マ
ン
は
コ
チ
フ
ス
L
菌
の
「
ブ
イ
ヨ
ン
」
培
養
（
六
一

‘入

冝
j
の
濾
過
液
を
家
兎
の
皮
内
に
接
種
し
、
二
〇
1
二
四
時
間
後
同
一
濾
過

液
を
同
一
動
物
の
静
脈
内
に
注
射
す
る
時
は
、
二
一
三
時
間
に
し
て
注
射
局
所

に
重
症
の
出
血
性
壊
死
性
反
鷹
の
起
る
こ
・
と
を
二
見
し
た
。
導
者
は
本
反
懸
を

磨
顕
し
て
題
記
の
研
究
を
行
ひ
、
大
略
次
の
如
き
成
績
を
得
た
。

　
一
、
「
ブ
イ
ヨ
ン
」
培
養
画
影
笥
紋
の
代
り
に
、
馬
血
清
、
牛
・
乳
、
「
ノ
ヴ
オ
ブ
ロ

テ
イ
ン
」
、
「
オ
ム
ナ
ヂ
ン
」
等
を
以
て
前
腱
置
を
行
ひ
、
シ
ュ
ワ
ル
ツ
マ
ン
氏
反

鷹
を
検
査
し
た
が
、
陽
性
の
成
績
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
又
毒
性
濾
過
液
を
皮

．
内
に
注
射
す
る
代
り
に
、
皮
膚
に
傷
を
つ
け
碗
二
〇
1
．
二
卿
．
妻
問
後
「
チ
フ
λ
し

濾
過
液
田
を
欝
脈
内
に
注
射
し
て
竜
、
田
血
性
嬢
死
性
反
磨
を
惹
起
せ
し
め
る
こ

と
は
出
來
な
か
っ
た
。

　
二
、
「
チ
フ
ス
」
菌
の
「
ブ
イ
ヨ
ン
」
培
養
の
濾
液
を
乾
燥
し
て
軟
膏
を
作
り
、

之
を
剃
毛
し
た
家
兎
の
腹
祁
皮
虞
に
塗
擦
し
、
或
は
濾
過
液
を
種
痘
の
如
く
叉

は
ピ
ル
ヶ
ー
の
皮
膚
反
磨
の
如
き
方
法
で
皮
膚
に
接
種
し
、
二
〇
～
二
四
時
閃

後
濾
過
液
を
艀
脈
内
に
注
射
し
て
も
認
む
べ
き
反
鷹
は
．
起
ら
な
い
℃

　
三
、
蘭
島
置
に
嘗
て
「
チ
フ
ス
」
菌
の
培
養
濾
過
液
を
皮
内
に
注
射
し
、
後
「
パ

ラ
チ
フ
ス
」
菌
騰
の
．
培
養
濾
過
山
狼
を
苧
環
内
に
注
射
す
、
る
と
、
　
陽
性
の
反
磨
が

肋
弟
六
巷
　
　
　
二
三
六

起
る
。

　
四
、
シ
ュ
ワ
ル
ツ
マ
ン
氏
現
象
が
一
度
陽
牲
に
起
る
と
、
其
後
少
く
と
も
四

二
日
間
同
一
家
兎
に
於
て
陽
性
の
成
績
は
得
ら
れ
な
い
。

　
荘
、
シ
ュ
ワ
ル
ツ
マ
ン
氏
現
象
を
起
し
得
る
量
の
濾
過
液
を
静
脈
内
に
注
射

し
て
、
家
兎
を
出
血
性
壊
疸
に
謝
し
、
叉
濾
液
の
一
般
毒
作
用
に
即
し
て
活
動

性
に
免
疫
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

　
六
、
「
チ
フ
ス
」
或
は
「
パ
ラ
チ
フ
ス
」
菌
の
培
養
濾
液
を
豫
め
皮
内
に
接
種
し

て
、
家
兎
に
於
て
皮
膚
の
局
所
免
疫
を
達
成
す
る
を
得
た
。

．
．
七
、
家
兎
に
於
け
る
出
血
壊
疽
に
封
ず
る
活
動
性
免
疫
は
絶
封
的
で
は
な
い

け
れ
ど
も
、
特
異
性
で
あ
る
。

　
八
、
「
チ
フ
ス
し
及
「
パ
ラ
チ
フ
ス
し
菌
の
培
養
濾
液
を
以
て
す
る
シ
ュ
ワ
ル
ツ

マ
ン
氏
現
象
は
、
「
モ
ル
モ
ッ
ト
」
に
於
て
も
起
す
こ
と
が
田
來
た
σ

．
九
、
余
は
重
症
の
「
テ
ク
ス
」
患
膏
に
於
て
、
豊
麗
性
に
現
は
れ
る
出
血
性
壊

死
性
反
鷹
を
爽
見
す
る
こ
と
が
出
來
た
。
此
反
磨
は
家
兎
に
於
て
鶴
察
さ
れ
る

シ
ュ
ワ
ル
ツ
マ
ン
氏
現
象
と
同
軸
で
あ
る
。

　
一
〇
、
同
糠
の
現
象
が
他
の
菌
に
〃
於
て
も
闘
察
さ
れ
る
。

　
一
一
、
家
兎
に
於
て
シ
ュ
ワ
ル
ツ
マ
ン
氏
現
象
を
惹
起
す
る
毒
性
物
質
は
、

「
チ
フ
ス
」
の
重
症
の
時
期
に
尿
申
に
多
最
．
に
排
撃
さ
れ
る
。
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淋
菌
と
流
行
性
三
三
臆
膜
炎
菌
の
新
培
養
法
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淋
菌
を
培
養
し
た
引
板
を
国
塁
旭
蟹
口
で
密
閉
す
る
と
年
譜
内
の
氣
墜
が
低

く
な
り
、
爲
に
酸
素
量
も
少
く
な
っ
て
淋
菌
の
磯
育
が
良
好
と
な
る
。
之
を
著

者
は
Q
剛
㌶
洋
①
と
稻
へ
た
。
更
に
此
牢
板
内
に
雲
状
炭
酸
を
加
へ
る
と
年
板

面
に
O
o
鵠
が
夢
裡
し
て
淋
…
菌
の
獲
育
が
O
・
℃
唐
馬
。
よ
り
も
猫
良
好
と
な
る
。

帥
ち
培
養
成
績
は
総
て
陽
性
で
あ
る
。
　
之
を
∪
ら
困
p
露
。
と
稔
へ
普
通
の
培
地


